
平成1 8年度の血費分画製剤の需給状況く需給計画との比較J

製造.輸 入 量

換算規格.単位 0計 魯うち国産原料
61供給量 自給率く供給ヘー-スJ

上段.実績く遠成率J
下段こ需給計画

上段二実績く遠成率l
下段二需給計画

上段.実緯く遠成率J
下段こ需給計画 17年度 18年度

25%50mlく瓶l

3,353,1 00 1 ,866,500

- - 131,-218-萱AQg- jlQ919-笹2

3,25 5,50D

乾燥人フイブリノゲン

3,100 3.100

--- I---2鼻Qg- 1Ll-l-孝IQl-L2

2,500

1 00.0% 1 0O.00o

接着面積くcm2I

9,581 ,500 4.250, 000

- -l-Q.-2-5-萱9.Qg- j111119遥pi2

9,308.100

血液凝圃第1血因子く遠伝
子組換え型含むJ

1 000単位く手卸

339,700 1 29.700

- 11 113101匂,.6-Q9- --朗遥1Ll1

328,90D

乾燥濃編人血液凝固第旺
困子く複合体含むプ

1 OOO単位く瓶l

37,500 37,500

- - 1 1 1 -31弓,14-O-9. -Ll-Q与.15-1IDl1

3 6.400

100.O% 1 00.O%

インヒビター製剤 延べ人数く人1

1 2.30O

. - - - - -11弓L41QgJ-I-q与iQl162

1 0,000

ヒト血衆由来乾燥血液凝
固第XIE因子

1 60,400

ーー-ー121uTQ9- --t19h61ちI-

1 37.30O

卜口ンビンく人由来l 1 0000単位く瓶I

29,600 29,600

- - I - - 1414,.3-0-9J11一賂7-o42

29.800

100.0ワ占 1 00.0%

人免疲グロブリン 2.5g瓶く瓶,

1 ,490.800 1.359.900

. 1 1l-,14101QPIQg- -Ll-Q7LQ笹2

1 ,31 5,400

抗HBs人免疫グロブリン 1 000単位く瓶I

21.800 600

----. -l-9.9-Q91--卸遥1iJ1

23.700

乾燥坑DくRhol人免疫グ
ロブリン

7,000

-1 1- ---910-g-AQl-Ll.ち之

9,000

抗破傷風人免疲グロブリン 250単位く瓶J

113,800

--- 1- 11-.jl-Q9--1伽L9一顎2

75,200

乾燥濃縮人アンチト口ンビ
ンEr

500単位く瓶1

340,600 328.600

388,60Oく100.2%1

387 ,800

乾燥濃縮人清性化プロテ
インC

250O卓位亡兼瓦I

300 300

230 く76.7%1

300

1 00.0サo 1 00,0%

人ハプトグロビン 2000単位く瓶I

41.200 41.200

--- - - 1411-之0-g--.亡9一蔓1qO-o2

43,900

46.70ふ 1 00.09d

乾燥濃縮人Clインアクチ
ベ-タ-

500倍く瓶1
-5T49ーJ-賂7e.J-

630

注l ,数値は,製品の規格別に報普された数量を集計しl代表的な規格一単位に換算したうえ.四捨五入により1 00又は
1 0の整数倍で表示した.

注2,液状タイプの雑織接着剤についてはl接着L閉鎖部位の面積当たりの使用量を勘案して換算し.
インヒビタ-製剤については,体重50kgの人への投与量を標準として人数で算出した.


